







































































































［御大礼参列拝辞届］　　「届書綴」自大正十五年　至昭和四年	　総務 /1981/ 1 / 件名370
学術上取調のため御大礼参列の途次大阪市へ滞在の件（本多光太郎）
 　　「届書綴」自大正十五年　至昭和四年	　総務 /1981/ 1 / 件名379
【写真 4 】[ 御大礼参列拝辞届 ] と本多光太郎の大阪市滞在の件書類
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	 図書館通信　東北大学附属図書館月報　№79　1970年10月 1 頁













館資料集	 2 ）東京大学教養学部美術博物館　東京大学史料編纂所附属画像史料解析センター	2005年 5 月
昭和
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13）	生谷良男「日本の被服整理史」繊維製品消費科学20巻 9 号 ,pp.	377-382,	1979
14）	佐々木良子等「秩父宮殿下御成年式服裂地帖及び関連資料　AN.2517	（京都工芸繊維大学美術工芸資料館
所蔵）から見る二〇世紀初頭の染色技術」京都工芸繊維大学ベンチャー・ラボラトリー研究成果報告集12,	
pp.	164-165
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裏糊付器械ニテ板引糊ヲ以テ三回糊付ヲ行フ
次ニ湯伸幅出シ機ニテ更ニ同様糊ヲ貳回刷毛引ス
次ニ板引装置ニヨリ板引ヲ行フ
京都工芸繊維大学美術資料館所蔵資料の板引された生地は台紙に貼り付けられ、冊子上に保
管されている。2019年10月25日の調査では、板引資料 5 点ともに収縮による剥がれはみられる
ものの、白濁やカビなどの発生は認められなかった。
・ATRを用いた赤外分光分析（FT-IR）測定
試料：東北大学史料館所蔵大礼関連装束　表袴の剥落（写真 3）
測定機器　：（株）島津製作所製　FT-IR8700
測定方法：ダイヤモンド	ATR（SENS.	IR	TECHNOLOGIES	社製	DurasamplIR）を用いて
行った。採取試料を直接測定した。
測定結果：1000cm-1付近、3250cm-1付近に大きな吸収、1650cm-1付近に中程度の吸収のある、
米・小麦とよく似たFT-IR スペクトルが得られた（データ参照）。ただし、FT-IR では米と小
麦の識別は困難なため、穀物種の断定は難しい。
しかし、硫酸バリウムの特徴的な吸収（1060、1120、1200	cm-1付近の強い吸収）や、グリセ
リンが含まれるとすれば、より大きく見られるはずの3500cm-1付近のOH	基の吸収増加などは
確認されないため、「秩父宮殿下御成年式服裂地帖及び関連資料AN.2517	」に付属する『式服
加工仕様書』に記載される材料ではなく、米や小麦などのデンプン系の材料のみが使用されて
いると考えられる。
【写真 3 】　測定した表袴の剥落・表袴の損傷状態
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4-3．損傷した装束の取り扱いついて
板引技法により表面が固化している装束は、曲げるたびに細かな裂が入り、取り扱う度に破
損を進める恐れがある。今後、同技法の作品を取り扱う際には、平らな状態で取り扱うことが
重要と考えられる。
また、現状では活性化したカビが生えているため、他の作品とは隔離して保存する必要があ
る。カビが同箱の作品に拡がっている可能性があるため、取り扱う人の健康のためにも、カビ
の燻蒸処置を行い、装束を拡げた状態で形状の把握、法量などの実測が急がれる。
5 ．課題と 展望
上述の現状について、次のような対処が必要であると考えられる。作業は、作業者の安全に
も留意しながら行なう必要がある。
・カビの生じた資料の隔離・燻蒸等の処置
⼩⻨粉
⽶・⼩⻨とよく似たFT-IRスペクトル
が得られた。
ただし、FT-IRでは⽶と⼩⻨の識別は困
難なため、どちらかの断定は難しい。
表袴の表面白色物質
⽶
ATRを用いた赤外分光分析（FT-IR）測定
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・未整理資料の整理
　※特に茶箱式保管箱の資料を広げ、本来の状態に戻す。
　　この際、東京大学所蔵装束等を参考に、元の秩序を回復することを図る。
・資料の基礎的調査と記録・目録作成・公開15）
　※撮影・計測等
　※	形状把握、法量の計測、生地や技法に関する調査を行うことで、装束の種別を特定し、使用されて
いる技法等について記録する。
・適切な状態で保管するため、状態に応じて別の保管容器に移す。
　※特に板引資料については損傷が進行しないよう方法を検討する。
これらの作業を行なうことによって、現在の、利用に制約がある状況の改善ができる。また、
他大学所蔵の装束資料の来歴との照合により受入の経緯を推定することが可能になれば、そこ
から資料の史的意義についてあらたな展開も考えられる。特に、大礼関係資料への関心の高ま
りから、今まで知られていなかった資料・情報が明らかにされることも期待される。
また、装束資料の調査・分析によって、装束の作成過程が具体的に把握でき、そのことから
より適切な保管方法を考案することができる。
今回は、資料紹介として簡略な記述のみとしたが、整理・分析作業の終了後、あらためて詳
細な報告を行うこととしたい。
【謝辞】	本稿について、大礼装束の由来・保管に関しては　学習院大学　田中潤氏から御意見・情報をいただ
いた。また、京都工芸繊維大学所蔵資料調査については　Alejandro	Martínez	氏・下出茉莉氏・京都
工芸繊維大学	美術工芸資料館　の御協力をいただいた。　深く感謝申し上げます。
15）	東北大学史料館の主要所蔵品画像を集めた「東北大学デジタルアーカイブズ　所蔵資料ギャラリー」には
「衣類・装束」の項目があり、装束画像をここに収めることを企図していたはずであるが、実現していない。
【画像】「東北大学デジタルアーカイブズ　所蔵資料ギャラリー　東北大学史料館」
http://www2.archives.tohoku.ac.jp/tuda/garelly/garelly-index.html
付記　本稿は、第 4章を早川典子・菊池理予（東京文化財研究所）、その他を大原理恵が執筆した。
